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(54)【発明の名称】 積層型ＥＬ素子ディスプレイ装置及びその製造方法。

(57)【要約】
【課題】  発光面が目視方向に向いた一方又は両方の面
で形成されることにより視覚的な発光効率が高く低コス
トのＥＬ素子ディスプレイ装置を提供する。
【解決手段】  基板と、前記基板上に形成された第１電
極と、前記第１電極上の少なくとも一部に形成されたエ
レクトロルミネッセンス材による発光層と、前記発光層
と対向し前記第１電極と非通電状態に形成された第２電
極と、を備え、前記基板と前記第１電極、又は前記第２
電極の少なくとも一方の側が光透過性材料で形成され
る。さらには、前記発光層と前記第２電極を離隔すると
共に、前記第１電極と前記第２電極を絶縁する絶縁層が
形成される。ここで、前記基板と前記第１電極、及び前
記第２電極と前記絶縁層の双方が光透過性材料で形成さ
れることにより、発光層の両面で発光が目視される構造
となる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  基板と、前記基板上に形成された第１電
極と、前記第１電極上の少なくとも一部に形成されたエ
レクトロルミネッセンス材による発光層と、前記発光層
と対向し前記第１電極と非通電状態に形成された第２電
極と、を備え、前記基板と前記第１電極、又は前記第２
電極の少なくとも一方の側が光透過性材料で形成された
ことを特徴とする積層型ＥＬ素子ディスプレイ装置。
【請求項２】  前記発光層と前記第２電極を離隔すると
共に、前記第１電極と前記第２電極を絶縁する絶縁層が
形成された請求項１に記載の積層型ＥＬ素子ディスプレ
イ装置。
【請求項３】  前記基板と前記第１電極、及び前記第２
電極と前記絶縁層の双方が光透過性材料で形成され、発
光層の両面で発光が目視される構造であることを特徴と
する請求項２に記載の積層型ＥＬ素子ディスプレイ装
置。
【請求項４】  前記絶縁層は、誘電体で形成された請求
項３に記載の積層型ＥＬ素子ディスプレイ装置。
【請求項５】  前記基板上には、さらに、前記第１電極
の一部が接続される発光電圧印加用の第１導電性接続部
と、前記第２電極の一部が接続される発光電圧印加用の
第２導電性接続部と、を備えることを特徴とする請求項
１に記載の積層型ＥＬ素子ディスプレイ装置。
【請求項６】  前記第１導電性接続部と前記第２導電性
接続部は、高伝導性金属を前記基板上にスクリーン印刷
することにより、又は高伝導性金属をエッチングするこ
とにより形成された配線パターンであることを特徴とす
る請求項５に記載の積層型ＥＬ素子ディスプレイ装置。
【請求項７】  前記第１電極の面形状は、前記発光層の
面形状と実質的に一致することを特徴とする請求項１に
記載の積層型ＥＬ素子ディスプレイ装置。
【請求項８】  前記第２電極上に保護層を形成したこと
を特徴とする請求項１に記載の積層型ＥＬ素子ディスプ
レイ装置。
【請求項９】  前記発光層が、エレクトロルミネッセン
ス材と誘電体材との混合材料であることを特徴とする請
求項１に記載の積層型ＥＬ素子ディスプレイ装置。
【請求項１０】  前記基板と、前記第１電極と、前記発
光層と、前記絶縁層及び前記第２電極とによって構成さ
れる発光部を、前記基板上で所定の図柄を表示するよう
に形成したことを特徴とする請求項１又は９に記載の積
層型ＥＬ素子ディスプレイ装置。
【請求項１１】  前記発光部を除いて、色彩を含む印刷
によって前記図柄が表示されていることを特徴とする請
求項１０に記載の積層型ＥＬ素子ディスプレイ装置。
【請求項１２】  前記光透過性を有する前記第１電極
は、インジウムスズ酸化物（ＩＴＯ）であることを特徴
とする請求項１に記載の積層型ＥＬ素子ディスプレイ装
置。 *
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*【請求項１３】  前記発光層はＺｎＳであり、前記第２
電極を形成する高伝導性金属はＣｕ又はＡｇである、こ
とを特徴とする請求項１に記載の積層型ＥＬ素子ディス
プレイ装置。
【請求項１４】  前記基板が、変形可能であることを特
徴とする請求項１に記載の積層型ＥＬ素子ディスプレイ
装置。
【請求項１５】  光を透過する基板上に光透過性導電性
を有した第１電極をスクリーン印刷によって形成する第
１工程と、
前記第１電極上の少なくとも一部にエレクトロルミネッ
センス材による発光層をスクリーン印刷で積層して形成
する第２工程と、
前記発光層を覆う絶縁層をスクリーン印刷で形成する第
３工程と、
前記絶縁層上に、前記発光層に対向し、かつ、第１電極
と非通電状態の第２電極をスクリーン印刷で形成する第
３工程と、
前記第１工程から第４工程における形成材料を乾燥する
ための第４工程と、の各工程により構成されることを特
徴とする積層型ＥＬ素子ディスプレイ装置の製造方法。
【請求項１６】  前記基板上には、前記第１電極の一部
が接続される発光電圧印加用の第１導電性接続部をスク
リーン印刷で形成され、前記第２電極の一部が接続され
る発光電圧印加用の第２導電性接続部をスクリーン印刷
で形成される請求項１５に記載の積層型ＥＬ素子ディス
プレイ装置の製造方法。
【請求項１７】  前記絶縁層は導電性を有した光透過性
材料であって、当該光透過性材料をスクリーン印刷で形
成され、前記発光層と前記第２電極間に誘電体層をスク
リーン印刷で形成される請求項１６に記載の積層型ＥＬ
素子ディスプレイ装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、電界中の蛍光体の
中心に加速電子が衝突して発光（電界発光）する電圧励
起型のＥＬ（Electronic Luminescence）素子を用いて
携帯電話機又は腕時計などの液晶ディスプレイのバック
ライト用光源や、装飾図柄などを発光して表示する置物
・壁掛け等に使用するための、積層型ＥＬ素子ディスプ
レイ装置及びその製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、この種のＥＬ素子は、例えば、Ｚ
ｎＳ蛍光体を光透過性ガラス電極と金属箔とで重ね合わ
せて挟み込む構造であり、１０４（Ｖ／ｃｍ）程度の電
界を与えて発光させる。このような発光において、Ｚｎ
Ｓ（硫化亜鉛）にＭｎを少量添加すると黄橙色に発光
し、また、ＺｎＳにＴｂを少量添加すると緑に発光す
る。尚、近年は、無機物の添加に対して有機物を利用し
た蛍光体も開発されている。
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【０００３】ＥＬ素子において、平面において重ね合わ
せて挟み込む構造では、断面からの発光が得られない。
このため挟み込む電極として、例えばインジウムスズ酸
化物（Indium Tin Oxide、以下「ＩＴＯ」という）等の
光透過性材料を用いている。このＩＴ０材料は、常温程
度で取り扱いが容易なペースト状であり、ポリエチレン
テレフタレート（ＰＴ）などのシート材料上に蒸着手法
で広範囲に形成したシート状の光透過性電極材料として
使用されている。
【０００４】このようなＥＬ素子は、光透過性電極材料
上にＥＬ層を形成した後に、他方のＥＬ層面上に電極を
形成して電圧を印加すると光透過性電極材料側から一様
な発光が得られる。この発光が、携帯電話機や腕時計の
液晶ディスプレイのバックライト用光源として使用され
る。また、このようなＥＬ素子を、例えば、所望の図柄
となるように配置し、そして、ＩＴＯ電極（カソード）
とＥＬ層上の別電極（アノード）との間に所定電圧を印
加すれば、所望の図柄が発光して表示される。
【０００５】図５は従来のＥＬ素子の構造を示す断面図
であり、図６は従来のＥＬ素子の製造工程を説明するた
めの外観斜視図である。また、図７は図５に示すＥＬ素
子の製造工程における流れ図である。
【０００６】なお、図５に示す断面図は、図６（ｄ）中
のＢ－Ｂ線にかかる断面構造を示している。
【０００７】図５、図６及び図７において、まず、光を
透過する基板（ＰＥＴ）１の一方の略全面に光透過性電
極となるＩＴＯ膜２を蒸着する（図６（ａ））。次に、
ＩＴＯ膜２上の複数の所定位置（バックライト光源の場
合は、その照明が有効に行われる複数の位置）にＥＬ層
３を形成する。この形成は、スクリーン印刷の塗布によ
って行う。この塗布は、所定の厚さが得られるように、
例えば、複数回実施する（図６（ｂ））。
【０００８】さらに、複数のＥＬ層３のそれぞれを覆う
ように、複数の絶縁膜４をスクリーン印刷で所定の厚さ
となるように塗布する。例えば、複数回、その塗布を実
施する（図６（ｃ））。この後は、複数の絶縁膜４の周
囲に略同様の厚さで図示しないレジストをスクリーン印
刷で塗布する。この塗布は、例えば、所定の厚さが得ら
れるように複数回実施する。
【０００９】そして、複数の絶縁膜４のそれぞれに接触
するように、基板（ＰＥＴ）１の略全面に対してカーボ
ンペーストや銀ペーストを用いた背面電極５をスクリー
ン印刷で塗布する（図６（ｄ））。さらに、この背面電
極５上に図５に示す保護膜６を形成する。ＩＴＯ膜２と
背面電極５とに電圧を印加し、全てのＥＬ層３が発光し
て、例えば、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）や腕時計など
のバックライト光源となる。
【００１０】このように従来のＥＬ素子は、発光表面と
なる光透過性支持材料の裏側に、光透過性電極（ＩＴ
Ｏ）、発光層、誘電体層、背面材料層、レジスト層をス
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クリーン印刷の塗布によって形成している。このため構
造が複雑化し、かつ、材料が高価でコストが嵩み、ま
た、経時劣化が大きい。
【００１１】このような構造の複雑、材料の高価や経時
劣化に対する改善例として、例えば、登録実用新案公報
第３０６６６２９号「回路基板」を挙げることが出来
る。ここに開示された回路基板は、そのＥＬ素子とし
て、プリント回路基板の基体上に一対の電極を平面とし
て設け、この一方又は両方の電極上に誘電体層を形成し
てその上に発光体層、光透過性封止層を形成している。
【００１２】この場合の一対の電極は、平面配置による
電極の構造である。すなわち、一方の複数の同一形状電
極間に、他方の電極を差し込むように配置した櫛歯状の
電極の構造である。また、この一対の電極は、隣接電極
が反対極になる平行状に２本の電極を配置した渦巻き電
極の構造である。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】このように、上記従来
例では、基板の一方の略全面上に高価な光透過性電極の
ＩＴＯ膜を形成しているためコストが嵩み、広範囲な用
途に向かない。また発光面が視覚方向に対して垂直に形
成される構造であるので実質的な発光効率が悪いという
欠点があった。
【００１４】本発明は、このような従来の技術における
課題を解決するものであり、比較的高価な光透過性電極
であるＩＴＯ材の使用量が最小限になり、そのコストが
低減されて、広範囲の用途の使用が可能になるととも
に、発光面が視覚方向に平行の一方又は両方の面で可能
になることから、その構成の自由度が向上したＥＬ素子
ディスプレイ装置及びその製造方法の提供を目的とす
る。
【００１５】
【課題を解決するための手段】上記課題を達成するため
に、本発明は、基板と、前記基板上に形成された第１電
極と、前記第１電極上の少なくとも一部に形成されたエ
レクトロルミネッセンス材による発光層と、前記発光層
と対向し前記第１電極と非通電状態に形成された第２電
極と、を備え、前記基板と前記第１電極、又は前記第２
電極の少なくとも一方の側が光透過性材料で形成された
ことを特徴とする積層型ＥＬ素子ディスプレイ装置を提
供するものである。
【００１６】本積層型ＥＬ素子ディスプレイ装置は、さ
らに、前記発光層と前記第２電極を離隔すると共に、前
記第１電極と前記第２電極を絶縁する絶縁層が形成され
る。この絶縁層は、通常、誘電体で形成される。そし
て、前記基板と前記第１電極、及び前記第２電極と前記
絶縁層の双方が光透過性材料で形成されることにより発
光層の両面で発光が目視可能な構造を提供できることと
なる。
【００１７】また、基板上には、さらに、前記第１電極
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の一部が接続される発光電圧印加用の第１導電性接続部
と、前記第２電極の一部が接続される発光電圧印加用の
第２導電性接続部とを備え、これらは、高伝導性金属を
前記基板上にスクリーン印刷することにより又は高伝導
性金属をエッチングすることにより形成された配線パタ
ーンを構成する。ここで、前記第１電極の面形状は、前
記発光層のそれと実質的に一致するように形成する。こ
の光透過性を有する前記第１電極は、例えば、インジウ
ムスズ酸化物（ＩＴＯ）を用いる。また、前記発光層は
ＺｎＳであり、前記第２電極を形成する高伝導性金属は
Ｃｕ又はＡｇである。
【００１８】尚、本積層型ＥＬ素子ディスプレイ装置に
は、前記第２電極上に保護層を形成して、使用耐用性を
向上させる。また、本発明において用いる発光層は、エ
レクトロルミネッセンス材と誘電体材との混合材料とし
てもよい。
【００１９】本積層型ＥＬ素子ディスプレイ装置は、前
記基板と、前記第１電極と、前記発光層と、前記絶縁層
及び前記第２電極とによって構成される発光部を、前記
基板上で所定の図柄を表示するように形成する。ここ
で、前記図柄は、発光部を除いて、色彩を含む印刷によ
って表示させるようにすることが可能である。また、前
記基板を変形可能なものとすることによって、本装置の
応用分野を飛躍的に拡大させることが可能となる。
【００２０】本願は、さらに、光を透過する基板上に光
透過性導電性を有した第１電極をスクリーン印刷によっ
て形成する第１工程と、前記第１電極上の少なくとも一
部にエレクトロルミネッセンス材による発光層をスクリ
ーン印刷で積層して形成する第２工程と、前記発光層を
覆う絶縁層をスクリーン印刷で形成する第３工程と、前
記絶縁層上に、前記発光層に対向し、かつ、第１電極と
非通電状態の第２電極をスクリーン印刷で形成する第３
工程と、前記第１工程から第４工程における形成材料を
乾燥するための第４工程の各工程により構成されること
を特徴とする積層型ＥＬ素子ディスプレイ装置の製造方
法を提供するものである。
【００２１】ここで、前記基板上には、前記第１電極の
一部が接続される発光電圧印加用の第１導電性接続部を
スクリーン印刷で形成され、前記第２電極の一部が接続
される発光電圧印加用の第２導電性接続部をスクリーン
印刷で形成され、さらには、前記絶縁層は導電性を有し
た光透過性材料であって、当該光透過性材料をスクリー
ン印刷で形成され、前記発光層と前記第２電極間に誘電
体層をスクリーン印刷で形成される。
【００２２】このような構成により、本発明に係る本積
層型ＥＬ素子ディスプレイ装置は、高価な光透過性電極
であるＩＴＯ材の使用量を減らして製造コストの低減が
可能となり、広範囲の用途に使用可能となる。そして、
ＥＬ素子ディスプレイの表裏側（発光層の両面）で、そ
の発光が目視でき構造となり、前記した表側（発光層の
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一方の面）の発光、又はディスプレイ両面の発光を選択
できるようになり、当該装置を組み込む機器の構成の自
由度を向上させることが可能となるのである。
【００２３】
【発明の実施の形態】以下、本発明の積層型ＥＬ素子デ
ィスプレイ装置及びその製造方法の実施形態の詳細を図
面を参照しつつ説明する。
【００２４】図１は本発明のＥＬ素子の実施携帯におけ
る構造を示す断面図である。図２は図１に示すＥＬ素子
の製造工程を説明するための外観斜視図であり、図３は
図１に対応するＥＬ素子の製造工程における流れ図であ
る。ここで、図１に示す断面図は、図２（ｅ）中のＢ－
Ｂ線にかかる断面構造を示している。
【００２５】図１、図２及び図３において、この例は、
ＥＬ素子が積層構造であり、かつ、その製造方法を示し
ている。
【００２６】まず、光を透過する基板（ＰＥＴ）１０の
一方の略全面に二本の平行電極を一組とする図３に示す
複数の配線接続部１１ａ，１１ｂをＡｇ（銀）ペースト
（又はカーボンペースト）をスクリーン印刷で塗布して
形成する（図２（ａ）、図３中の工程Ｃ１）。なお、複
数の配線接続部１１ａ，１１ｂは、プリント回路基板に
おけるＣｕをエッチングで形成した配線パターンで配置
しても良い。この基板１０の他方に照明対象の液晶ディ
スプレイが配置される。
【００２７】次に、配線接続部１１ａ，１１ｂ間の基板
１０上、かつ、配線接続部１１ａに一部の突出部が接続
する円形の光透過性電極である図３に示す複数のＩＴＯ
膜１２をスクリーン印刷で塗布して形成する。複数のＩ
ＴＯ膜１２は、例えば、当該装置が、バックライト光源
の場合は、その照明が有効に行われる複数の位置に配置
する（図２（ｂ）、図３中の工程Ｃ２）。
【００２８】さらに、複数のＩＴＯ膜１２のそれぞれ上
に、このＩＴＯ膜１２の面積よりもやや小さい円形面積
の図３に示す複数のＥＬ層１３を形成する。ＥＬ層１３
は、ＺｎＳ（Ｍｎなどの活性材含有）などである。この
複数のＥＬ層１３は、スクリーン印刷をもって塗布して
形成する。例えば、所定の厚さとなるように複数回、そ
の塗布を実施する（図２（ｃ）、図３中の工程Ｃ３）。
【００２９】次に、複数のＥＬ層１３及び複数のＩＴＯ
膜１２におけるそれぞれの円形部分が覆われるように、
図３に示す複数の絶縁膜１４をスクリーン印刷で塗布す
る。例えば、所定の厚さとなるように複数回、その塗布
を実施する（図２（ｄ）、図３中の工程Ｃ４）。
【００３０】さらに、複数の絶縁膜１４におけるそれぞ
れ上に背面電極１６を形成する。この背面電極１６は、
少なくともＥＬ層１３の円形部分を含むように覆い、か
つ、配線接続部１１ｂに延在して接続する帯状かつ複数
の図３に示す形状であり、スクリーン印刷をもって塗布
して形成する（図２（ｅ）図３中の工程Ｃ５）。なお、
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7
この背面電極１６は、ＣｕやＡｇのペースト材をスクリ
ーン印刷で塗布する。
【００３１】次に、背面電極１６上に部３に図示しない
保護膜を形成する。この後は、乾燥工程となる。
【００３２】このような積層構造によって作製したＥＬ
素子は、配線接続部１１ａ，１１ｂに、例えば、ＤＣ／
ＤＣコンバータを通じて所定周波数かつ電圧を印加す
る。これによって、全てのＥＬ層１３が目視方向にむけ
てその前面が発光することととなり、例えば、液晶ディ
スプレイ（ＬＣＤ）や腕時計などのバックライト光源に
も使用できることとなる。
【００３３】次に、スクリーン印刷による塗布について
説明する。複数のＩＴＯ膜１２，ＥＬ層１３及び絶縁膜
１４などは、それぞれスクリーン印刷による塗布で形成
している。この塗布による面積及びその厚さは、スクリ
ーンマスクに形成された開口孔によって決定される。こ
の場合、複数回の塗布を施して所定の厚さに形成する。
【００３４】この塗布部分（発光部）がＮ数の場合、こ
のＮ数倍の静電容量となる。また、それぞれの発光部の
静電容量が異なると、電圧印加による充電時間や一定時
間内の電荷量が相違して、その個々の発光部での発光光
量及び発光スピード（発光の立ち上がり時間）が変化す
ることとなる。
【００３５】例えば、静電容量が７０００ｐＦから１０
ｋｐＦの場合は、個々の発光部での発光量の差は余り生
じないものの、１０ｋｐＦから１５ｋｐＦの場合は、発
光量（照度／Ｌｕｘ）が２／３程度に低下する。
【００３６】これらから、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）
のバックライト光源のように、広範囲で均一な照度が要
求される場合、すなわち、塗布部分（発光部）が多数の
Ｎ数の場合、静電容量の誤差が生じないように、塗布に
よる面積及びその厚を管理する。また、逆に、意図的に
静電容量の異なる発光部を形成することにより、点滅発
光等の際における発光立ち上がりスピードを変化させる
ことが可能となる。
【００３７】このような積層構造のＥＬ素子では、配線
接続部１１ａ，１１ｂの間にのみ光透過性電極である複
数のＩＴＯ膜１２を形成している。しかも、複数のＩＴ
Ｏ膜１２は、ＥＬ層１３よりやや大きい面積の円形形状
である。したがって、高価な光透過性電極であるＩＴＯ
材が、例えば、基板１０の全面に塗布しないですむよう
になり、その使用量が最小限になってコスト低減が可能
になる。これにより広範囲の用途に使用可能になる。
【００３８】次に、図１に示すＥＬ素子の変形例につい
て説明する。
【００３９】絶縁膜１４が、光透過性導電性を有した材
料とともに、背面電極１６として光透過性導電性の材料
を用いると発光層（ＥＬ層１３）の両面側から、その発
光が目視できるようになる。したがって、前記した表側
（発光層の一方面）のみの発光と、発光層両面の発光を*
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*選択できるようになり、当該装置を組み込む機器の構成
（設計）の自由度が向上する。
【００４０】また、ＥＬ層１３と背面電極１６との間に
静電容量を調整するための誘電体材（例えば、光透過性
を備えた材料）を配置した誘電体層を形成して良い。な
お、この誘電体層は、エレクトロルミネッセンス材と誘
電体材との混合材料を用いても良い。
【００４１】次に、図１に示すＥＬ素子の応用例につい
て説明する。
【００４２】図４は図１に示すＥＬ素子を用いた応用例
の構成を示す図である。
【００４３】図４（ａ）は前面構成を示す正面図であ
り、図４（ｂ）は図４（ａ）中のＣ－Ｃ線にかかる要部
構成を示す断面図である。
【００４４】この例は、図１～図３をもって説明した積
層構造のＥＬ素子を用いたクリスマスツリーの応用例で
ある。図４（ａ）において、円形置物としての前面に
は、星印や丸印などで発光するＥＬ素子２０，２１，２
２…が、クリスマスツリーの形状に適合するように配置
されている。
【００４５】図４（ｂ）に示すように、裏面には、ＥＬ
素子２０，２１，２２…の電源となるボタン電池２３と
ともに、ＥＬ素子２０，２１，２２…の発光を駆動かつ
制御するための電子回路基板２４が設けられている。電
子回路基板２４は、駆動電源であるスイッチングＤＣ／
ＤＣコンバータ及び、発光順序や発光時間を任意に設定
した、クリスマスツリーの発光表示に好ましいように制
御するＩＣドライバなどによって構成されている。
【００４６】以上の説明から明らかなように、本発明の
積層型ＥＬ素子ディスプレイ装置は、基板と、前記基板
上に形成された第１電極と、前記第１電極上の少なくと
も一部に形成されたエレクトロルミネッセンス材による
発光層と、前記発光層と対向し前記第１電極と非通電状
態に形成された第２電極とを備え、前記基板と前記第１
電極、又は前記第２電極の少なくとも一方の側が光透過
性材料で形成される。これにより、高価な光透過性電極
であるＩＴＯ材の使用量を最小限に抑えることによりコ
ストを低減し、広範囲の用途での使用を可能にした。
【００４７】また、本発明においては、発光面が目視方
向に向いた一方又は両方の面で形成されるので、視覚的
な発光効率が高く構成の自由度が極めて高い積層型ＥＬ
素子ディスプレイを実現できたのである。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明のＥＬ素子の実施形態における構造を
示す断面図である。
【図２】  図１に示すＥＬ素子の製造工程を説明するた
めの外観斜視図である。
【図３】  図２に対応するＥＬ素子の製造工程における
流れ図である。
【図４】  図１に示すＥＬ素子を用いた応用例の構成を
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示す図である。（ａ）は前面構成を示す正面図である。
（ｂ）はＣ－Ｃ線にかかる要部構造を示す断面図であ
る。
【図５】  従来のＥＬ素子の構造を示す断面図である。
【図６】  従来のＥＬ素子の製造工程を説明するための
外観斜視図である。
【図７】  図６に示すＥＬ素子の製造工程の流れ図であ
る。
【符号の説明】 *
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*１０  基板
１１ａ，１１ｂ  配線接続部
１２  ＩＴＯ膜
１３，２０，２１，２２  ＥＬ層
１４  絶縁膜
１６  背面電極
２３  ボタン電池
２４  電子回路基板

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】

【図５】 【図７】
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